
新装版刊行にあたって
「哺乳類の生物学　全５巻」は1998年に刊行された．A5判で厚さ1cm

あまり,ソフトカバーであった．カバーには江川正幸氏の野生動物写真が
あり，従来の教科書に比べるとすっきりして手に取りやすい印象があった．

それまでわが国に哺乳類学の教科書と呼べるものはなかったといってよ
い．重厚な獣医学の教科書やいくつかの個性的な書物はあったが，前者
は難解，後者は読みものとしてのおもしろさはあったが，哺乳類学としては
満足のいくものではなかった．そういう意味では，このシリーズは哺乳類学
において初めての読んでおもしろい教科書となったと自負している．

今回，このシリーズが新装版となることは喜ばしいことである．ただし内
容の改訂ではなく，後述するようにその歴史的意義を尊重し，明らかな誤
りや誤字などの訂正にとどめたことをご了解いただきたい．

この間における研究上の進展を個別に紹介する紙数はないが，大きな
出来事として分類体系の新編成がある．DNA研究の発展によって系統が
見直され，分類体系が激変した．また，研究分野が高度に専門化された
ために，動物一頭はおろか，器官や組織の把握さえ困難になっているミク
ロ生物学に，動物全体をみることの重要さを再認識させたという動きが
あったことにも注目したい．

いっぽう，野外調査が活発になることで行動学，社会学，生態学の新知
見がもたらされ，行動学が環境と関係づけて理解されたり，形態学と生態
学が融合した研究も生まれるようになった．

遺伝学と生態学は別々の研究分野とみなされがちであったが，その後，
両者の歩み寄りがあった．これらの研究は，「過去の生物学」となっていた
生物地理学に新しい光を注いだ．この20年間は日本の哺乳類学におい
て，それまで独立に近い関係にあった諸分野が歩み寄り，共通の言語をも
つようになった時期であったといえるだろう．

20年前に刊行された本シリーズが古いことは事実だが，古いことは価
値を失うことではない．われわれはすばらしい先人に恵まれている．その
ひとり田隅本生先生に次のような言葉がある．哺乳類学に取り組むうえで
重要なことは，「その対象たる哺乳動物が大自然の時間的・空間的システ
ムのなかでどのように位置づけられるものであるか，また，それと自分が研
究しつつある現象そのものとが相互になんらかの依存関係をもっているこ
とをつねにはっきりと認識し，その認識を研究成果に反映させるというこ
と」（1963年）であるとする．ほぼ同じ時期に平岩馨邦先生が「哺乳類科
学」創刊号に「“Keep the �re burning”私たちのともした，いと小さい火を
若いみなさんでもりたてて，大きく燃やしていただきたいものである」（1961
年）と書いておられる．

半世紀ほど前に残されたこれらの言葉は時代を貫いて今も新鮮に響
く．そうした哺乳類学の流れの一時代に乗り合わせたわれわれは，先人
から引き継いだこの情熱のバトンを次の世代に引き継ぐことにしよう．
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哺乳類の生物学❶
分類 〈新装版〉………………………………………… 金子之史

1 分類学とはなにか
1.1 生物の名前 ／ 1.2 分類学のはじまり ／ 1.3 分類学と生物学

2 分類学と哺乳類
2.1 哺乳類とはなにか ／ 2.2 哺乳類の世界
2.3 系統関係と適応放散

3 分類学のシステム
3.1 命名規約への道 ／ 3.2 国際動物命名規約
3.3 標本の収集と保管

4 種の認識
4.1 種と変異 ／ 4.2 生物学的種の概念 ／ 4.3 種の研究のモデル

5 個体群の変異
5.1 サンプリングと個体群 ／ 5.2 地理的変異
5.3 形質置換と体サイズ

6 分類学から生物地理学へ
6.1 生物地理学の誕生 ／ 6.2 日本の生物地理学 ／ 6.3 日本の動物相

哺乳類の生物学❷
形態 〈新装版〉……………………………………  大泰司紀之

1 体の基本構造――解剖学概論
1.1 哺乳類の形態の起源 ／ 1.2 体の基本構造

2 体の表面――外皮と角
2.1 皮膚・毛・皮膚腺 ／ 2.2 肉球・爪・蹄 ／ 2.3 角と枝角

3 運動系――骨格と筋肉
3.1 骨格 ／ 3.2 筋肉 ／ 3.3 運動系の構造と機能

4 歯――採食と咀嚼
4.1 歯学概論 ／ 4.2 歯の形態と機能 ／ 4.3 口と咀嚼

5 内臓――消化・呼吸・泌尿・生殖
5.1 体腔 ／ 5.2 消化器系 ／ 5.3 呼吸器系 ／ 5.4 泌尿生殖器系

6 感覚器系――見る・聞く・味わう・嗅ぐ
6.1 目と視覚 ／ 6.2 耳と聴覚・平衡感覚 ／ 6.3 舌と味覚
6.4 鼻と嗅覚

哺乳類の生物学❸
生理 〈新装版〉………………………………………  坪田敏男

1 発生
1.1 受精 ／ 1.2 性決定と性分化 ／ 1.3 胎子の発育

2 成長
2.1 出産 ／ 2.2 泌乳と哺育 ／ 2.3 性成熟

3 栄養生理
3.1 消化と吸収 ／ 3.2 栄養の季節変化

4 代謝
4.1 エネルギー代謝 ／ 4.2 物質代謝

5 繁殖生理
5.1 繁殖メカニズム ／ 5.2 野生動物の繁殖生理 ／ 5.3 環境と繁殖
5.4 人為的調節

6 生物リズム
6.1 さまざまな生物リズム ／ 6.2 統御のメカニズム

7 老化
7.1 生理機能の低下 ／ 7.2 生殖機能の低下 ／ 7.3 寿命

哺乳類の生物学❹
社会 〈新装版〉………………………………………… 三浦慎悟

1 行動と社会
1.1 社会とはなにか ／ 1.2 行動と社会をみる視点

2 哺乳類の社会
2.1 単独性社会と群れ社会 ／ 2.2 単独性社会の成り立ち
2.3 群れ社会の展開

3 血縁選択と性選択
3.1 利他行動と血縁選択 ／ 3.2 性選択がもたらす社会行動

4 繁殖システム
4.1 オスの論理とメスの論理――繁殖システムを決める要因
4.2 哺乳類の繁殖システム ／ 4.3 繁殖システムの可塑性

5 行動と社会からみた保全
5.1 ライオンタマリンの野生復帰
5.2 イリオモテヤマネコとツシマヤマネコ
5.3 カモシカの森林被害と個体数の調整 ／ 5.4 狩猟とライオンの社会

哺乳類の生物学❺
生態 〈新装版〉……………………………………… 高槻成紀

1 生態学と哺乳類
1.1 生態学的な考え方 ／ 1.2 哺乳類の特徴

2 分布と生息地
2.1 種数 ／ 2.2 分布と体サイズ ／ 2.3 密度とバイオマス
2.4 生息地 ／ 2.5 ホームレンジと移動

3 資源利用
3.1 食性 ／ 3.2 草食獣の採食生態 ／ 3.3 食性と社会

4 個体群
4.1 生命表 ／ 4.2 個体数の増加と安定
4.3 個体数を抑制するもの ／ 4.4 個体数変動
4.5 密度と環境収容力

5 動物と植物との関係
5.1 採食影響 ／ 5.2 植物による防衛 ／ 5.3 種子散布

6 高次レベルの現象
6.1 群れることの意義 ／ 6.2  種間関係 ／ 6.3 群集と生態系

7 生態学からみた保全
7.1 哺乳類の特徴と保全 ／ 7.2 減少しやすい種
7.3 野生動物の減少と絶滅 ／ 7.4 哺乳類による被害
7.5 哺乳類の保全と生態学――なにを守るのか
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